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モ
デ
ル
コ
ー
ス
体
験
談
�

国
枝
裕
校
長

愛
知
県
立
東
海
商
業
高
校

観 光 経 済 新 聞２００９年（平成２１年）４月４日（土曜日） 週 刊（１１） 第２５０９号第３種郵便物認可

愛媛県松山市

「生きる体験」を
地域あげて実現
日本最古の湯として名高い「道後温泉」を有し、年間５００万人の観光客が訪れ

る愛媛県松山市で、現在、教育旅行誘致が積極的に展開されている。波静かな瀬
戸内海に面しており、年間を通じて気候は温暖で降水量も少なく、昨年の体験メ
ニュー等実施率は１００％を誇る。常に新しい情報をキャッチし、教育旅行のさま
ざまなニーズに合った松山オリジナルのメニューづくりを心掛けている。「提案
する内容は、松山でしか出会えない�本物の体験�、そして�生きる体験�。来
ていただいた生徒に『感動』『教訓』『最高の思い出』を約束する」（松山市）。
同市の教育旅行受け入れ事情を紹介しよう

第２部

高高
校校
教教
育育
旅旅
行行
特特
集集

瀬
戸
内
海
を
挟
ん
だ
対
岸

の
広
島
は
、
平
和
学
習
や
世

界
遺
産
を
主
要
テ
ー
マ
に
年

間
３０
万
人
を
超
え
る
教
育
旅

行
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。
松
山
市
は
そ
こ

に
着
目
し
、
「
広
島
か
ら
松

山
へ
」の
誘
致
を
ス
タ
ー
ト
。

市
産
業
経
済
部
観
光
産
業
振

興
課
、
教
育
旅
行
担
当
の
織

田
祐
吾
氏
は
「
仮
に
広
島
か

ら
関
西
へ
の
コ
ー
ス
で
あ
っ

て
も
、
同
じ
ル
ー
ト
を
往
復

す
る
の
で
は
な
く
、
広
島
か

ら
松
山
へ
渡
り
、瀬
戸
大
橋
、

し
ま
な
み
海
道
、
神
戸
淡
路

鳴
門
道
の
い
ず
れ
か
を
通
っ

て
関
西
へ
入
る
こ
と
も
十
分

可
能
」
と
話
す
。

し
か
し
、
一
般
観
光
と
は

違
う
教
育
旅
行
の
分
野
に
対

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直

面
し
た
。
そ
れ
は
大
き
く
分

け
て
「
広
島
か
ら
の
移
動
時

間
と
移
動
コ
ス
ト
」
「
地
元

の
受
け
入
れ
経
験
」
「
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
地
域
か

ら
の
実
績
」
の

３
つ
。
こ
れ
と

並
行
し
て
、
松

山
に
来
た
い
と

思
わ
せ
る
「
魅

力
あ
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
づ
く

り
」
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。

ま
ず
、
移
動
に
か
か
わ
る

課
題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
、

松
山
市
で
は
地
元
民
間
船
会

社
な
ど
と
協
議
を
進
め
、
利

用
人
数
、
用
途
に
応
じ
て
選

択
で
き
る
、
ス
ー
パ
ー
ジ
ェ

ッ
ト
（
定
員
１
５
３
人
）
、

高
速
艇
（
定
員
９０
人
）
、
フ

ェ
リ
ー
（
定
員
２
７
０
人
）

の
３
種
類
の
船
を
チ
ャ
ー
タ

ー
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
希
望
の
時
間
に

希
望
の
場
所
へ
移
動
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。

昨
年
、
２
つ
の
高
校
が
利

用
し
、
宮
島
な
ど
か
ら
直
接

松
山
入
り
し
た
が
、
船
酔
い

も
な
く
、
安
全
、
か
つ
快
適

に
運
行
さ
れ
た
。
利
用
人
数

が
定
員
を
上
回
る
場
合
に

は
、
定
期
便
と
の
並
走
も
可

能
と
い
う
。

市
で
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船

で
の
移
動
を
単
な
る
手
段
で

は
な
く
、
「
ほ
ん
の
１
時
間

の
瀬
戸
内
海
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
」
と
し
て
メ
ニ
ュ
ー
化
。

「
広
島
、
松
山
を
結
ぶ
ゴ
ー

ル
デ
ン
ル
ー
ト
」
と
し
て
定

番
化
を
目
指
し
て
い
る
。

２
つ
目
の
課
題
で
あ
る
地

元
の
受
け
入
れ
経
験
に
つ
い

て
は
、
特
に
松
山
で
の
主
要

な
宿
泊
地
と
な
る
道
後
温
泉

エ
リ
ア
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
、

商
店
街
と
の
調
整
に
時
間
を

費
や
し
た
。こ
の
エ
リ
ア
は
、

も
と
も
と
団
体
旅
行
客
の
受

け
入
れ
を
得
意
と
し
て
お

り
、
そ
の
も
て
な
し
は
折
り

紙
つ
き
だ
が
、
教
育
旅
行
客

は
一
般
観
光
客
以
上
に
神
経

を
使
う
場
面
も
多
い
こ
と
か

ら
、
市
の
担
当
職
員
が
頻
繁

に
足
を
運
ん
だ
。

宿
泊
先
と
な
る
旅
館
・
ホ

テ
ル
で
の
食
事
は
、
教
育
旅

行
生
用
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
で

は
な
く
、
一
般

観
光
客
と
同
等

の
も
の
を
提
供

し
て
い
る
。
先

生
や
生
徒
、
手

配
し
た
旅
行
会

社
の
す
べ
て
か

ら
絶
賛
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。

夕
食
前
後
に

は
「
和
文
化
・

和
の
作
法
」
体

験
も
用
意
し

た
。
箸
の
割
り

方
・
使
い
方
や

和
食
の
食
べ

方
、
座
敷
で
の

上
座
下
座
、
食
育
な
ど
の
知

識
や
作
法
に
つ
い
て
、
料
理

長
や
女
将
か
ら
学
べ
る
。
正

岡
子
規
に
代
表
さ
れ
る
文
学

の
ま
ち
と
し
て
も
有
名
な
こ

と
か
ら
、
子
規
記
念
博
物
館

館
長
に
よ
る
出
張
講
座
も
宿

泊
先
で
聴
講
で
き
る
。

道
後
温
泉
本
館
で
は
、
普

段
は
決
し
て
見
ら
れ
な
い

「
分
湯
場
」
を
教
育
旅
行
生

限
定
で
特
別
に
見

学
で
き
る
。
約
６０

の
店
が
軒
を
連
ね

る
道
後
商
店
街
で

は
、
生
徒
全
員
へ

買
い
物
券
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
人
力
車

の
特
別
割
引
乗

車
、
俳
句
の
特
別

投
句
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実

施
。
人
力
車
で
の
街
中
散
策

も
楽
し
め
る
。
地
元
商
店
街

や
市
職
員
に
よ
り
し
っ
か
り

と
見
守
る
体
制
が
と
ら
れ
て

い
て
、
生
徒
の
安
全
確
保
も

万
全
だ
。

こ
う
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
経
て
、
３
つ
目

の
課
題
で
あ
っ
た
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
て
い
る
地
域
か
ら

の
実
績
に
つ
い
て
も
一
定
の

成
果
が
上
が
っ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
の
誘
致
展
開
に
大
き

な
弾
み
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
に
松
山
市
を
訪
れ
た

学
校
数
は
、
一
昨
年
と
比
較

す
る
と
倍
以
上
の
伸
び
だ
。

松
山
市
観
光
産
業
振
興
課
の

織
田
氏
は
、
「
生
徒
た
ち
に

は
一
生
に
１
回
の
大
切
な
教

育
旅
行
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々

が
地
域
と
一
緒
に
作
り
上
げ

た
メ
ニ
ュ
ー
で
最
高
の
思
い

出
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

全
国
の
学
校
か
ら
ぜ
ひ
と
も

安
心
し
て
松
山
市
に
来
て
ほ

し
い
」
と
力
強
く
語
る
。

瀬戸内海に浮かぶ「みかん王国」（中島）でのみかん収穫体験は、収穫方法とともに人の優しさも体感する

◆
み
か
ん
王
国
・
中
島

瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
「
中

島
」
は
、
松
山
か
ら
船
で
３０

分
。人
口
は
約
４
８
０
０
人
。

か
つ
て
は
「
�
（
ま
る
な
か
）

ブ
ラ
ン
ド
」
が
有
名
な
み
か

ん
の
生
産
地
で
あ
り
、
愛
媛

県
の
島
の
中
で
み
か
ん
に
携

わ
っ
て
い
る
農
家
戸
数
は
第

１
位
。
そ
ん
な
「
み
か
ん
王

国
」
で
地
元
農
家
の
指
導
に

よ
り
、
み
か
ん
の
収
穫
が
体

験
で
き
る
。

体
験
し
た
生
徒
は
「
み
か

ん
の
取
り
方
を
て

い
ね
い
に
教
え
て

も
ら
い
、
自
然
の

素
晴
ら
し
さ
を
実

感
し
、
人
の
優
し

さ
、
温
か
さ
を
感

じ
た
」
と
の
声
を

寄
せ
て
い
る
。

ま
た
、
延
長
５

０
０
�
の
美
し
い

海
岸
が
続
く
「
姫

ヶ
浜
ビ
ー
チ
」
で

は
、
投
げ
釣
り
体

験
や
ビ
ー
チ
フ
ラ

ッ
グ
な
ど
の
浜
遊

び
が
楽
し
め
る
。
昼
食
時
に

は
釣
っ
た
魚
で
海
鮮
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
も
。

◆
砥
部
焼

松
山
市
の
隣
町
、
砥
部
町

で
は
、
「
砥
部
焼
」
コ
ー
ス

を
選
択
可
能
。
講
師
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
ろ
く
ろ
、

手
び
ね
り
、
絵
付
け
な
ど
伝

統
の
技
を
体
験
で
き
る
。
出

来
上
が
っ
た
作
品
は
、
再
度

窯
で
焼
き
、
後
日
完
成
品
と

し
て
届
け
ら
れ
る
仕
組
み
。

「
明
治
」を
学
ぶ

松
山
市
は
、
小
説
「
坊
っ

ち
ゃ
ん
」
を
描
い
た
夏
目
漱

石
や
俳
句
文
学
を
確
立
し
た

正
岡
子
規
な
ど
明
治
を
舞
台

に
活
躍
し
た
多
く
の
文
人
に

ゆ
か
り
の
あ
る
ま
ち
。ま
た
、

今
年
１１
月
か
ら
３
年
間
か
け

て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
る
ス

ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ
「
坂
の
上

の
雲
」
の
主
人
公
で
あ
る
秋

山
好
古
・
真
之
兄
弟
、
そ
し

て
正
岡
子
規
の
３
人
を
輩
出

し
た
ま
ち
で
も
あ
る
。

松
山
に
は
、
「
明
治
」
と

い
う
新
し
い
近
代
国
家
を
築

こ
う
と
し
た
先
人
達
の
足
跡

や
ゆ
か
り
の
地
が
多
く
残
っ

て
お
り
、
現
代
に
生
き
、
未

来
を
担
う
若
者
た
ち
は
、
そ

れ
ら
を
た
ど
る
こ
と
で
「
夢

に
向
か
っ
て
精
一
杯
生
き
る

こ
と
」
を
じ
っ
く
り
と
学
べ

る
は
ず
だ
。

多
く
の
歴
史
的
、文
化
的
、

文
学
的
資
源
が
市
内
中
心
部

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
４
０

０
円
で
１
日
乗
り
放
題
と
な

る
路
面
電
車
を
有
効
活
用
す

れ
ば
、
限
ら
れ
た
時
間
で
充

実
し
た
班
別
学
習
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

海
の
幸
で
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

生
徒
の
満
足
度
９５
％

「
き
ゃ
〜
か
わ
い
い
」
「
う
わ

〜
甘
い
」「
お
ぉ
、
来
た
来
た
」
、

大
浦
港
で
の
地
元
園
児
の
大
歓

迎
、
自
分
で
摘
ん
だ
旬
な
ミ
カ
ン

の
味
、
３０
�
超
の
大
物
を
釣
り
上

げ
た
手
ご
た
え
、
生
徒
た
ち
は
そ

の
都
度
歓
声
を
上
げ
、
生
き
生
き

と
し
た
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

私
の
同
行
し
た
中
島
で
の
ミ
カ

ン
狩
り
と
海
釣
り
、
し
ま
な
み
海

道
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
砥
部
動
物

園
の
餌
や
り
の
３
コ
ー
ス
の
体
験

旅
行
は
、
都
会
生
活
の
生
徒
に
は

極
め
て
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

来
年
も
必
ず
戻
っ
て
き
ま
す
。
生

徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
３
コ

ー
ス
と
も
９５
％
前
後
の
満
足
度
だ

っ
た
。
今
度
は
、
明
治
の
歴
史
を

感
じ
る
旅
も
し
て
み
た
い
。

お勧めモデルコース 「
第
一
次
産
業
、伝
統
産
業
」を
学
ぶ

広島～松山～琴平～倉敷～関西

松山市がお勧めするコースの１つ
に、広島から松山、松山から琴平、
徳島などを経由するルートがある。
このコースをモデル化すると以下の
とおり（マップ参照）。
発地⇒広島／宮島（広島／宮島泊）

⇒中島⇒松山市内／松山周辺（松山
泊）⇒琴平⇒倉敷⇒神戸⇒大阪⇒京
都（神戸／大阪／京都泊）⇒発

全
市
内
が
体
験
フ
ィ
ー
ル
ド

「
平
和
学
習
・
広
島
」と
の
組
み
合
わ
せ
も

宿
泊
先
で
は
夕
食
前
に
和
の
作
法
を
学
ぶ

スーパージェット（上）、
中島入港時（中・保育園
児歓迎）、出港時（下・
紙テープ）の１コマ

松
山
の
顔
・
道
後
温
泉
本
館

伝統の砥部焼を体験

感動、教訓、そして
最高の思い出を

◆
魔
法
の
水
・
え
ひ
め
Ａ
Ｉ

教
育
旅
行
の
大
き
な
テ
ー

マ
の
１
つ
で
あ
る「
環
境
」。

松
山
で
は
、
実
践
に
つ
な
が

る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
る
。

そ
の
代
表
格
が
、
「
え
ひ

め
Ａ
Ｉ
（
あ
い
）」と
い
う
環

境
浄
化
微
生
物
を
活
用
し
た

学
習
。
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
は
、
家

庭
排
水
な
ど
を
浄
化
し
、
川

や
海
の
自
然
を
守
る
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
、
現
在
、
テ
レ

ビ
や
雑
誌
な
ど
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
開
発
者
が

松
山
市
在
住
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
直

接
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た

り
、
納
豆
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

ド
ラ
イ
イ
ー
ス
ト
な
ど
手
頃

な
材
料
を
使
っ
た
「
え
ひ
め

Ａ
Ｉ
�
２
」
を
そ
の
場
で
製

造
し
た
り
と
、
環
境
保
全
へ

の
取
り
組
み
を
生
徒
自
ら
が

体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

完
成
し
た
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
�
２

は
、
地
元
に
持
っ
て
帰
る
こ

と
も
で
き
、
学
校
や
家
庭
で

環
境
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
、

�
地
域
の
Ｅ
Ｃ
Ｏ
大
使
�
と

し
て
の
活
躍
も
期
待
で
き

る
。◆

と
べ
動
物
園

環
境
学
習
メ
ニ
ュ
ー
は

「
と
べ
動
物
園
」
で
も
実
施

さ
れ
て
い
る
。
西
日
本
最
大

級
の
規
模
を
誇
る
行
動
展
示

型
動
物
園
で
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク

グ
マ
・
ピ
ー
ス
、
ア
フ
リ
カ

ゾ
ウ
、
ス
ロ
ー
ロ
リ
ス
の
人

工
哺
育
に
日
本
初
で
成
功
し

た
こ
と
で
も
有
名
。
従
来
、

動
物
へ
の
餌
や
り
や
触
れ
合

い
体
験
を
行
っ
て
い
る
が
、

教
育
的
視
点
に
立
っ
て
練
り

直
し
、
動
物
園
な
ら
で
は
の

メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
上
げ
た
。

例
え
ば
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ

マ
を
通
し
た
北
極
で
の
地
球

温
暖
化
現
象
や
ア
フ
リ
カ
ゾ

ウ
を
通
し
た
森
林
伐
採
、
密

輸
な
ど
、
地
球
規
模
で
破
壊

さ
れ
て
い
る
環
境
問
題
を
具

体
的
に
学
び
、
「
１
人
ひ
と

り
が
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
と
な
る
。
ま

た
、
と
べ
動
物
園
が
取
り
組

ん
で
い
る
堆
肥
処
理
や
汚
水

処
理
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

に
つ
い
て
も
学
べ
る
。

体
験
い
ろ
い
ろ

◆
ス
ポ
ー
ツ
文
化

プ
ロ
野
球
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ゲ
ー
ム
や
女
子
硬
式
野
球
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
開
催
さ
れ

た
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ
ア

ム
」
や
愛
媛
の
野
球
の
歴
史

を
紹
介
し
た
「
の
・
ボ
ー
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
、
日
本
初

の
野
球
独
立
リ
ー
グ
「
四
国

・
九
州
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー

グ
」
や
Ｊ
２
リ
ー
グ
所
属
の

「
愛
媛
Ｆ
Ｃ
」
な
ど
、
ス
ポ

ー
ツ
の
本
場
で
の
体
験
も
で

き
る
。

◆
し
ま
な
み
海
道

松
山
か
ら
車
で
１
時
間
ほ

ど
走
る
と「
し
ま
な
み
海
道
」

の
愛
媛
側
の
玄
関
口
今
治
市

に
到
着
す
る
。

定
番
メ
ニ
ュ
ー
は
、
自
転

車
で
渡
れ
る
「
橋
上
サ
イ
ク

リ
ン
グ
」
で
、
瀬
戸
内
海
の

島
々
を
眺
め
な
が
ら
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
は
爽
快
そ
の
も

の
。
昼
食
で
海
鮮
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
観
潮
船
で
の
急
流
体

験
な
ど
も
で
き
る
。

「
環
境
保
全
へ
の
実
践
」を
学
ぶ

人
力
車
も
特
別
割
引
乗
車
で
体
験えひめＡＩ－２製造体験

分
湯
場
の
特
別
見
学―協力―
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